





























































































































































































































Oi ◎ Oi ◎ O: ◎ 
② 9 ! 20 i 1 ! 
③ 6 i 1 0 i 1 3 i 1 
④ 7 ! 1 1 i 1 2 i 
⑤ 9 i 8 i 1 1 0 i 1 
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図2 第4時から 1球
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4. 2. オーバーハンドスローについて
的当て遊びを通して，子どもたちはオーバーハンド
の投げ方に気付き，そして身に付け，ある程度強いボ
ールが投げられるようになった。1号球を使い，両手
を使って投げることにより，上半身をひねる動作が身
に付いたことは成果である。そして遊びの中でもボー
ルを使った遊びが多く見られた（ドッジボール，ボー
ル当ておにごっこなど）。これらの経験を基に，ボール
投げゲームでも思いっきり投げることができた。また，
パスをしようとするときも，オーバーハンドで山なり
に投げることができ，シュートとパスのフェイントに
つながった。
5 成果と課題
相手がいるから，より速いボールや強いボールで，
的を当てよう，箱を落とそうとする。
的当て遊びでは，場の設定は7カ所と多く，どの子
もたくさん投げることができた。しかし，活動を個人
に任せたので，同じ場で活動する子もいた。グループ
で回ることにより，様々な場で，投げる高さや投げる
距離に挑戦することで“どう したら当てられるんだろ
う？”と，新たな「問い」が生まれたと考える。これ
を基に，ボール投げゲームでは， 1時間ごとに課題を
設け，活動に取り組み，授業の終わりに話し合った。
また「上手になれたか」 「コツの発見」の項目で， 「前
よりぐるぐる回ったよ」「箱をたくさん落としたよ」「パ
スがつながったよ」など以前できなかったことができ
るようになったこと，「急に止まると相手は止まらずに
走るよ」「相手の隙間をねらうには，投げるフリをする
といいよ」など動きのポイントを書くことで，"はこは
こバーン"が少しずつ自分たちのものになっていった3
しかしボール投げゲームで「たくさん運動できたか」
で「いいえ」に0をし続けた子が一人いた（あっこ）。
個別に声をかけたり，チームメイトに声をかけたりし
て膚睾的に運動に取り組ませるように働きかけたが，
上がらなかった。大好きなマンガを導入して投げ方を
考え，その時は意欲的だったが，ふり返りでは「いい
え」であり，心の底から“たくさん運動した”とは感
じていなかったのである。的当て遊びのときは，もの
すごい投げ方（図7)で楽しんでいただけに，ボール
投げゲームで，あっこに「間い」をもたせることがで
きなかったことが残念である。あっこにとっては一人
1球の方がよかったのかもしれないし，一人1球のま
まで先に示したような支援をしていたなら，結果は変
わったのかもしれない。「パス」という形をめざしてチ
ームで1球と取り組んだが，全体的に“意図的なパス
が少なかっだ’ことからも，このルールでは1年生に
とって難しかったし，チャレンジし続けたとは言えな
い。パスではなく，ボールヘの反応ということにする
ならば，コートは円ではなく，壁に対して行うことも
有効だったのかもしれない。一人に1球ずつ持たせる
とフリーが自動的にできてしまうとの考えからチーム
で1球とした。しかし一人に1球ずつでも，壁からは
ね返ってきたボールをすぐに投げる，守るタイミング
をずらすために順番にリズムよく打っていくなどのエ
夫は生まれたはずである。それぞれの学年での発達を
考えながら，活動に全員が常に「チャレンジ」できる
ことの工夫を今後も探っていきたい。
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